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京都新聞 (2019年 5月 14日 )

下京|の NPO‐製品化tフィリピン住民が生1産

「アバカ」和装品台湾出展へ

高
い
デ
ザ
イ
ン
性

認
め
ら
れ

酢
駐

旨

霊

途
上
国
の
商
品
を
適
正
価
格
で
取
引
す
る
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に

取
り
組
む
京
都
市
工

示
区
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
フ
ェ
ア

・
プ
ラ
ス
」

が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
群
生
す
る
植
物

「
ア
バ
カ
」
の
繊
維
を
用
い

た
和
装
小
物
や
帯
を
、
台
湾
の
博
物
館
で
近
く
開
か
れ
る
企
画
展

へ
出
品
す
る
。高
い
デ
ザ
イ
ン
性
で
評
価
を
集
め
て
き
た
製
品
を
、

海
外
で
も
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

バ
ナ
ナ
の
よ
う
な
葉
を
持
つ
ア
バ
　
る
。
製
品
は
涼
や
か
な
独
特
の
風
合

力
の
繊
維
は
、
透
明
感
の
あ
る
白
さ
　
い
で
、
着
物
雑
誌
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

や
上
品
な
つ
や
が
特
長
で
、
フ
ィ
リ
　
誌
、
ス
タ
イ
リ
ス
ト
に
よ
る
コ
ー
デ

ピ
ン
中
部

ｏ
マ
リ
ナ
オ
村
の
住
民
が
　
ィ
ネ
ー
ト
本
で
紹
介
さ
れ
て
き
た
。

日
用
品
を
編
む
素
材
に
し
て
い
た
。
　

　

同
法
人
に
よ
る
と
、
今
年
１
月
、

同
法
人
は
２
０
１
２
年
、
適
正
取

　

一
連
の
ア
バ
カ
製
品
の
デ
ザ
イ
ン
を

引
の
た
め
の
支
援
を
開
始
。
大
学
生
　
担
う
日
本
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
介

や
着
物
会
社
と
共
同
で
、
帯
や
巾
着
、　
し
、
工
芸
品
と
し
て
の
出
来
栄
え
や

バ
ッ
ク
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
相
次
い
　
素
材
の
価
値
を
評
価
し
た

「国
立
台

で
製
品
化
し
た
。
現
地
住
民
は
組
合
　
湾
工
芸
研
究
発
展
セ
ン
タ
ー
」
か
ら

を

つ
く

っ
て
生
産
に
従
事
し
て
い
　
出
品
の
依
頼
を
受
け
た
。
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台
中
市
の
台
中
繊
維
博
物
館
が
５

月
１８
日
～
Ｈ
月
３
日
に
開
催
す
る
企

画
展
で
、
テ
ー
マ
は

「Ｓ
１

０
ｗ

Ｆ

ａ
ｓ
ｈ
ｉ

ｏ
ｎ
」
。
ア
ジ
ア
各
地

か
ら
天
然
繊
維
を
使

っ
た
作
品
が
集

ま
り
、
ア
バ
カ
製
品
は
和
装
用
を
中

心
に
２３
種
類
が
並
ぶ
予
定
だ
。
展
示

会
初
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
で
生
産
に
励
む
住
民
が
、

製
品
を
生
み
出
す
「
マ
ク
ラ
メ
編
み
」

の
技
法
を
実
演
す
る
と
い
う
。

同
法
人
の
河
西
実
事
務
局
長
（６６
）

は

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
技
術
と
日
本
の

和
装
文
化
の
融
合
が
認
め
ら
れ
て
う

れ
し
い
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
的
発
想
で

は
な
く
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
を
第

一

に
据
え
た
活
動
が
報
わ
れ
た
」
と
話

す
。
　
　
　
　
　
　

（本
田
貴
信
）

フィリピン産のアバカを材料に した帯や和装用の
バ ツグ。台湾での企画展に初めて出品する (京都市

下京 区 )


